
礫川小学校避難所運営訓練実施報告 

 

日 時 平成２９年５月２８日（日）午後１時３０分から午後４時 

場 所 区立礫川小学校 校舎 

礫 川 小 学 校 

避 難 所 

対 象 町 会 

① 表町町会 

② 富坂一丁目町会 

③ 富坂二丁目町会 

④ 春日三丁目町会 

参 加 者 ① 避難所運営協議会     

② 一般参加者    

③ 礫川小学校教職員 

④ 礫川小学校 PTA 

⑤ 礫川おやじの会   

⑥ 富坂地区民生・児童委員 

⑦ 小石川消防署 

⑧ 文京区社会福祉協議会 

⑨ 文京区介護予防拠点いきいき礫川 

⑩ 文京区聴覚障害者災害対策委員会        

⑪ 礫川小学校避難所防災住宅職員（文京区職員）  

⑫ 文京区防災課          

合計 １３７名 

訓練までの経過 ① 5月 8日 第 1回避難所運営協議会 

・協議会による訓練案の提示 

② 5月 23日 第 2回避難所運営協議会 

 ・協議会による詳細な訓練案、訓練レイアウトの提示 

③ 6月 6日   第 3回避難所運営協議会 

 ・訓練の反省 

内 容 協議会スタッフが本部にて見学者にミッションカードを配付し、見学者はミッシ

ョンカードに書かれた訓練を実施した。文京区社会福祉協議会といきいき礫川が高

齢者疑似体験、視覚障害者体験を担当し、その他災害時特設公衆電話及び AED 体

験や簡易トイレの組み立て訓練も行った。さらに新たな取り組みとして防災食の試

食会とアンケートコーナーを設けた。防災食を試食しながら見学者とスタッフが意

見交換を行った。 



実 施 写 真  

避難所開設班チーフ  

からのコメント 

 本訓練はミッションカードを参加者へ配布し、そこに書かれた訓練を体験しても

らうという方式で行われました。町会の方をはじめ、消防署、社協、福祉施設、PTA

など多くの団体が参加されていたことがとても印象的でした。 

今回からアンケートコーナーを設け、訓練参加者同士で意見交換をできる場をつ

くり、防災に対する知識の共有を図る試みが行われ「非常食の必要性」や「トイレ

の問題」など参加者からも多くの意見があり好評だったため、次回以降も実施され

るといいのではないかと思います。 

 

受付 災害時特設公衆電話 

防災食試食 AED 


